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紙腔琴の歴史

子敦子金

はじめに

戸田欽堂(1850-1890) により明治 17年(1884) に考案された紙腔琴は、明治時代には「音楽器J、

「楽機」あるいは「発音機」等と称されていたようだが、その機能から見るとむしろ自動演奏装置とい

えるO 紙腔琴は、明治 17年から、その人気が衰退する明治30年代半ばまでの約 20年間、基本的構造

の改造は見られないものの、低廉化のための小型化や簡便化が行なわれながら多くの人々に親しまれた。

紙腔琴はどのような状況の下で考案されたのか。なぜ流行したのか口本稿では紙腔琴の考案、発展の歴

史、そして人気の理由を探ると同時に、紙腔琴を通して当時の日本の音楽状況を考えるO

1 紙腔琴考案者戸田欽堂

戸田欽堂 lは、嘉永3年(1850)、大垣藩主第9代戸田氏正と戸田の側室であった高島せん 2との聞

に生まれた。せんは、横浜の豪商であり高島易断の祖である高島嘉右衛門の姉にあたるO 戸田欽堂とい

う名は号であり、欽堂のほかに鉄研、孤窟情仙、花柳粋史等の号を用いた。彼は、 4年後の嘉永7年

(1854) に4才で戸田家の分家である旗本の戸田監物の嗣子となった。

明治4年 (1871)、21才の欽堂は異母弟の戸田氏共(第 11代藩主)とともに渡米する O アメリカで

はニュージャージー州やニューヨーク州東部のトロイなどを訪れるが、一年余りで帰国するO 戸田は渡

米中にキリスト教に深く傾倒し、帰国後明治7年 (1874) に宣教師 C.カラーザース(カローザス、カロ

ゾルス)3 Christopher Carrothers (1840 -?)から洗礼を受けたと伝えられている(太田 1989:214) 4。た

とえ短期間とはいえ、この渡米は欽堂にとっては海外の思想、や知識を身につけるための重要な経験であ

ったと思われる。

戸田は明治7年に東京銀座3丁目に「九星堂」という唐物屋を聞き、輸入品の販売を行なった。「九

星堂jという名称、は、戸田家の家紋である九曜の星に基づいたものである。さらにその隣に、キリスト
たねあき

教徒であった原胤昭と共同出資で、日本で最初のキリスト教書庖である「耶蘇教書館十字屋」を開庖し、

聖書やキリスト教関係の書籍を販売した。「十字屋Jという屋号は、キリスト教の十字架に由来する名

称である口ちなみに、この年は切支丹禁制高札廃止の翌年であり、庖の開庖はかなり大胆な行動であっ

たと思われる。戸田らは聖書販売のためにさまざまな方法を試みたが、その売れ行きは今ひとつであっ

たらしい。

ところで、今日十字屋は楽器庖として知られているが、十字屋が楽器に初めて関わったのは明治 13

年(1880)頃のことであった。当時の横浜には帰国する外国人の払い下げ品があり、原が、後に十字屋

F庖主となる倉田繁太郎とともに横浜に出向いた折に l台の舶来製オルガンを見つけ、それを横浜日の出

町の西川虎吉(1846・1920) に修理させ、さらにそのオルガンを真似て試作させたことに始まるO しか

し、オルガンの売れ行きは芳しくなかったといわれる口その4年後の明治 17年に、戸田が自ら考案し

た紙腔琴を十字屋の庖先で演奏し、紙腔琴の珍しさに引かれて集まる人々に聖書を売ったところ、紙腔

琴は注目を集め、大人気を得たのであるO 十字屋が楽器庖として成功するきっかけを作ったのは、戸田

欽堂の考案である紙腔琴の販売であったといわれる。

253 



『徳丸吉彦先生古稀記念論文集』

2 紙腔琴の考案と展開

紙腔琴の考案についてはさまざまな記述が見られるが、具体的にどのような説があるのか、また考案

された紙腔琴はどのように展開したかについて見ることにする。

紙腔琴の考案について、明治 17年 (1884)12月9日の『東京日日新聞』に、「銀座三丁目の書捧十

字屋にて売出だす紙腔琴は戸田欽堂の発明にして」と記され、石井研堂は著書『明治事物起原Jの中で、

紙腔琴は「洋行帰りの戸田欽堂の発明といふ」と述べている(石井1997:285)。これらの記述によれば、

紙腔琴は戸田欽堂が「発明」したことになるO また、明治26年 (1893)に発行された『無師独奏紙腔

琴jには、紙腔琴の製作動機についてさらに詳しく次のように書かれている(倉田 1893:61)0

欽堂戸田先生首ニ文墨ヲ弄ブノ間楽韻ノ器ヲ好ミ博ク東西ノ音楽機構ニ通ジ泰西ノ機構ヲ参酌

シテ破窓吟風ノ現象ヨリ奇器妙譜ノ案出ニ意ヲ用ヒ屡々器造ニ苦心シ音楽家上原六四郎ノ賛助ヲ得

彼ノ本邦風琴製作家ノ鼻祖タル西川氏ノ妙腕ニ依リ百万審理験考ノ末遂ニ此ノ器ヲ案出セラレ・.• 

(後略)・

上記の記述によれば、紙腔琴は西洋の自動演奏装置の機構を参考にしながら、破れ窓に風が当たり音

をたてる現象にヒントを得て考案され、音楽家の上原六四郎(1848-1913)や我が国の風琴(オルガン)

製作者の始祖である西川虎吉(西川楽器製造所)の協力により発明されたものということになるO

一方、明治 17年6月25日号の『郵便報知新聞Jには、「是器は元と米国人の発明にして変して我邦

の曲譜を奏するに至るハ山人の創意」と記され、さらに安藤更生の『銀座細見Jには，... (前略)・

元来舶来物だが、これを日本風に改作して・・・(後略)・・・Jと書かれている(安藤 1977:244 -245)。ま

た、三浦は、「此の楽器は明治の初年にアメリカの宣教師ガルプルスといふものが、之を以て讃美歌を

奏して居ったのを東京の人戸田欽堂が之を日本唱歌に応用しゃうと、上原六四郎と諜り、種々工夫の結

果第三十七図の如きものが出来、栗原鋤雲が之に命名したものJ5 (三浦 1991:252)と述べているし、

さらに赤井は「紙腔琴というオルゴールのような楽器が明治時代中期に流行していた。これはアメリカ

ではオルガネットと呼ばれている玩具なのだが、東京のキリスト教書庖、十字屋が明治 17年ごろに売

り出して大当たり Lた商品だ、った。アメリカ人宣教師のカラゾルスがもっていたものを参考にして、十

字屋の戸田欽堂と音響学を学んだ上原六四郎がコピーしたものだ、ったという。J(赤井 1995:27) と記し

ている O つまり、資料に見る限り、戸田が「発明したJとする説と「外国製品の模倣Jとする説の 2つ
の説が認められる。

このようにして戸田により考案され、西川楽器製造所で製造された紙腔琴は、明治 17年6月23日に

東京両国橋の中村楼 6において披露され (r東京日日新聞1明治 17年 12月9日)、紙腔琴という名称は、

上記のように当時郵便報知新聞社社長で学士会院の会員であった栗本鋤雲により命名された 70

以下、筆者が今回調査することのできた全11台の紙腔琴を中心に、構造の考察を行なう(表1) 0 
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{表 1]紙腔琴(含:大きさ)および紙腔琴ロール譜の所蔵一覧

所蔵博物館 幅 奥行き 高さ 所蔵ロール譜 備考

()内は台教 (cm) (c助 (c防

石川県立歴史博物館 40.0 39.0 32.0 《ゆふくれ)H働綱引H<御新明)
。)

39.0 32.0 26.0. 

38.0 33.0 32.0 

那須オルゴール美体官官 31.0 26.0 19.0 くと大祭祝日唱歌君が代'J)(<流行歌梅が枝))<<長唄越後

(I) 獅子世《長唄舌出し三番劇~ ((長唄六勝《長唄宵は

働側歌タぐれ)H舗歌十日ゑひ漢詩〉備歌我が物》

萩史料館(1) 39.0 30.0 18.0 側唄くろかみ.)H繍歌京の四季》

伊豆オルゴール館(I) 38.0 31.0 22.0 湘民嗣=明

富士美術館(1) 395 40.0 27.5 《さくら》側歌お江戸日本橋9((端歌夕暮村 奥行きは把手を含

む/高さはロール|

を含む

日本大正村包) 395 32.0 18.0 ((地唄京の四季;))((大祭祝日唱歌神嘗祭))((大祭祝日唱 l台のみ測定可

歌新嘗祭))<(大祭祝日唱歌元始祭))((一月一日))((端歌

タぐれ))((1唱歌織里なす錦1))((流行歌梅がおりH(端歌十

日ゑび寿))((長唄宵はまち))((流行歌満里うた》

国立音楽大学楽器学資 一 一 一 全35曲(曲名「無印J9曲を含むJ)と「音階Jのロール

料館(1) 譜

博物館明治村(l) 40.0 32.0 28.0 《流行歌まりうた》

紙腔琴は大まかに発音部と共鳴箱から成っている口共鳴箱は、幅約 31~ 40 cm、奥行き約 26~ 40cm、

高さ約 18~ 32 cmの直方体の黒塗り(漆塗り)の箱型で、底板は密閉されており、前面と左右の側板に

は金蒔絵が施されている D この蒔絵は個々の楽器により異なり、たとえば「飛蝶文様」、「飛鳥文様j、

「屋形船文様j、「桐葉文様J等がある。一方発音部は、直方体の器体の前面側板に取り付けられたクラ
ンクを時計四りに手で回すと、共鳴箱の中に装置されたオルガンペダルのような機構で輔が動く仕組み

になっている。そして箱の上面中央部には、縦に 14個の小さな方形の孔が開けられており、その孔に

は金属製のリードが音階順に付された構造になっている。音域に関しては、筆者が調査することのでき

た紙腔琴 Bの場合は、 rH-Cis-Dis-E-Fis-Gis-A-Ais-H-Cis-Dis-E-Fis-GisJの 14音であった。紙腔琴のリード
について、松本は「オルガン用リードを使用」と記している(松本 1998:60) 0 ただし、この孔は取り

外し可能な蓋で被われており、奏楽時には隠された状態になっているO クランクを回すと輔が作動し、

干しから空気を吸入しリードが響くという構造である。

一方、楽譜は穿孔ロール譜であるo楽譜は当初「譜築」、「活奏曲譜」などと称されたD 松本はロール

譜について次のように説明している。「巻物は横幅十九センチ五ミリ、厚さ一ミリ弱、脇氏の三枚貼り
言 みようぱんにかわ

合わせに饗砂をかけた。(注 明饗と謬の水溶液で、コーテングした)ロール(巻紙)に横幅七・五ミリ

の角穴をあけるo 隣の角穴とのす法は五ミリであるJ(松本 1998:59 -60) 0 上記の方形の孔と、リード

部分の被い蓋の聞にロール譜をはさみ、クランクを手で適宜の速度で時計まわりに回すと、ロール譜が

左から右へ送られ、内装の輔が作動して空気を送ると同時に孔の聞いたところに空気が通ることにより

孔に対応する音を発する (1)ードが鳴る)。なお、ロール譜の巻取りについては、巻取り車付きのもの

と巻取り車なしの2種がある(図 l、2)。さらに、明治28年 (1895)以降に現われる、紙腔琴の類似

品である紙調琴の楽譜にはエンドレスロール譜、つまり切れ目なく輪になっている楽譜も見られる 9。な
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お、このタイプの楽譜は巻取り車のない装置で演奏される D 筆者の知る限り、現時点では紙腔琴に関し

てこの種のロール譜の存在は確認されていないが、紙調琴が紙腔琴を模倣した点を考慮すれば、エンド

レスロール譜もまた、最初は紙腔琴用として作られていたと考えるべきであろう O

[図 11ロール譜巻取り車付きの紙腔琴一日本大正村所蔵一(撮影:金子敦子)

{図21ロール譜巻取り車なしの紙腔琴(田辺 1964: 264) 

ところで、紙腔琴については戸田欽堂の発明とする説と、外国製品の模倣とする説の2つがあると先

に述べた。この点について戸田が参考あるいはモデルとしたと思われるオルガネッタという自動演奏装

置について見てみたい。

オルガネッタには2つのタイプがある D ひとつはロール譜・横送り型のオルガネッタ(以下、オルガ

ネッタと記す)である(図3)0 筆者が調査することのできたものは 10、1877/ 1878年に rMechanical 
Orguinette杜J(アメリカ)で製造されたもので、共鳴箱の大きさは、上箱は幅31.5cm、奥行き 24.0cm、

高さ 6.5cm、下箱は幅 37.0cm、奥行き 31.0cm、高さ 9.5cm、全体としては幅37.0cm、奥行き 31.0cm、
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高さ 19.5cm (脚部分3.5cmを含む)である。また音階は rB-C-D-Es-F-G-Gis-A-B-C-D-E，s-F-G Jの14音と
なっているO 上箱にリードが取り付けられており、下箱にはそのリードに対応してー列に孔が開けられ、

その下に輔装置が仕組まれている O そしてロール譜は上箱と下箱の聞にセットされる O 前面側板のクラ

ンクを時計四りに回すとロール譜が左から右へ横方向に送られ、それと同時に輔が作動しリードに空気

が送り込まれる構造である。

[図31ロール譜・横送り型オルガネッタ一日本大正村所蔵ー(撮影:金子敦子)

[図4]ロール譜・縦送り型オルガネッタ(メロデイア)一日本大正村所蔵一(撮影:金子敦子)

もうひとつは、メロデイアという名称の、ロール譜・縦送り型のオルガネッタ(以下、メロデイアと

記す)である(図4)。製作年は不明だが、楽器本体に rMechanical Orguinette New Y orkJと書かれてい
るほか、 rJOHNG. MURDOCH & CO. Lim.J 11というラベルが貼られている D 共鳴箱の大きさは、幅
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32.0 cm、奥行き 27.5cm、高さ 28.5cm (いずれも最大サイズ)である O この装置では、ロール譜は前か

ら後ろへ縦方向に送られる。ロール譜の2本の巻き取り棒の間にある横木に一列に孔が開けられ、そこ

にリードが取り付けられているO 音階は IA-H-Cis-D-E-Fis-G-Gis-A-H-Cis-D-E-FisJの 14音であるO 右側

側板のクランクを前から後ろへ回すと、輔が作動すると同時に装置内部のロール譜が回転し、ロール譜

の孔の部分からリードに空気が送り込まれて音が鳴るO なお、メロデイアの場合はオルガネッタとは異

なり、ロール譜がリードの上にセットされる構造になっているO

これらの装置にはともにロール譜が用いられるが、ロール譜の幅はオルガネツタ用が 19.8cm、メロ

デイア用が 19.6cmで、あり、その厚みについては前者が0.23mmで画用紙のような紙が用いられているの

に対し、後者は 0.06mmで、パラフイン紙のような薄い紙であるO またロール譜の方形の孔の大きさは、

オルガネッタ用が横幅 8mmで、あるのに対し、メロデイア用は 5mmとやや小さめであるO さらにロール譜

の巻取りについて、オルガネッタのロール譜はエンドレスタイプであり、メロデイアは巻取り式となっ

ているO これらの装置および類似の装置は、 19世紀後半から 20世紀前半にかけてアメリカやヨーロッ

パ諸国、たとえばイギリスやドイツ、フランスなどで数多く製造されていたらしい (Bowers1972: 739 -

774) 120 

紙腔琴とこれらの装置を比較すると、共鳴箱の形、装飾、ロール譜の紙質等、細部に関して相違が認

められるものの、紙腔琴は構造的には特に「ロール譜・横送り型、 14音のオルガネッタjに酷似して

いるといえる O 渡米やキリスト教への改宗を通じて欧米文化に接触する機会の多かった戸田欽堂は、 l赤

井の言うように、当時のキリスト教教会における讃美歌演奏に用いられたと思われる 13上記のような

装置を模倣して、紙腔琴を考案したと考えるのが妥当であろう 140その際、アメリカ人宣教師が持って

いた装置は、「ロール譜・横送り型、 14音のオルガネッタ」であった可能性が高いと考えられる D

紙腔琴は時代の変遷とともにその機種が増し、それとともに演奏することのできる曲目も多くなって

ゆく。まずは、紙腔琴の機種の増加について見てみる。

明治 17年 12月9日の『東京日日新聞jには、「金拾五円 但シ短譜婆四巻附」と 1種類しか紹介さ

れていなしミ。しかし明治21年8月1日の『朝日新聞Jには、「本構造譜築四巻附金十五円、略構造譜築

四巻附金九円七十五銭」と 2種類の紙腔琴が記され 15、明治22年9月3日の『東京日日新聞』にも同

様に 2種の記述が見られるO そして 4年後の明治26年 (1893)8月に出版された『無師独奏紙腔琴J

には「並製定価金七円、小形上製定価金四円、小形並製定価金三円J16の3機種が加えられ、全部で5

種類の紙腔琴が掲載されているO さらに明治27年 10月5日の『東京日日新聞』の広告には、「小形五

円jが見られることから、この時点で6種類の紙腔琴があったことになる D 特記すべきは、この間の明

治23年(1890)の第3回内国博覧会後、紙腔琴が宮内省お買い上げとなった時点で (W東京日日新聞』
明治23年6月 14日) 17紙腔琴は社会的に認知され、それが機種拡大の需要に拍車をかけたことであ

る。

考案当初は 1種類であった紙腔琴だが、明治27年には全部で6種類の紙腔琴が作られるようになっ

たのであるO これらの紙腔琴の相違は、主としてロール譜巻取り車の有無、共鳴箱の大小によるもので、

大きさにより価格も異なっていた。紙腔琴の小型化と低廉化は、紙腔琴がそれまでのように比較的豊か

な階層の人たちだけの楽しみの装置に限られるのではなく、その需要が庶民や子供レベルにまで、広がっ

た結果と言うことができょう。なお、紙腔琴の需要の拡大という点では、以下に記す類似品の出現も興

味深い。

紙腔琴の類似品は、紙腔琴の機種が急速な拡大を見せる明治26年頃から見られるようになるO それ

らは商品名を変えて販売された。そのひとつが松本新吉 (1865・1941)の考案した「紙巧琴jである O
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紙腔琴の製造元である西川楽器製造所に 6年間勤めた松本は、「まず手始めに紙腔琴を作り、名前を

F紙巧琴jと変えて売り出したJ(松本 1997:61)という記述から、紙腔琴と紙巧琴の構造は同様で、名

称、のみが異なると考えられる。そして「松本紙巧琴と十字屋紙腔琴の曲譜は大型小型共に互換性があっ

たらしいJ(松本 1997:60)。紙巧琴という名称が『音楽雑誌jに初めて現われるのは第50号(明治28
年1月〉であり、以後、第65号(明治30年1月)まで 11回に渡り広告が掲載されている 180その他、

明治30年3月 10日と 4月 10日の『東京日日新聞Jにも広告が見られる。紙腔琴と紙巧琴との相違点

は価格である O 紙巧琴も全部で6種類があり、価格はそれぞれ「大形金蒔絵特別製十二円 上製八円

並製六円 小形特別製四円五十銭上製三円五十銭並製二円五十銭JU音楽雑誌j64:表紙の次頁)

のように設定されており、紙腔琴と比較するとわずかに安価であるO さらに類似品には紙巧琴のほかに

「紙風琴Jや「紙調琴」などもあった。「紙風琴J19は明治28年 (1895)に大阪市西区阿波座の関西舎

風琴製造所で製作されたものであり(塩津1995:27)、「紙調琴Jは、同じく明治28年に岩津善三郎(東
京市浅草区田原町2丁目 27番地)により製作されたものである o 紙調琴は、筆者が調査したところ、

外見上も構造的にも紙腔琴(巻取り車なし)とほぼ同じである(図 5)。これらの類似品もまた余程に

流布したものとみえ、十字屋は「粗悪の偽物御要心J20、「同音異字の偽物続々現はる 御求の節十字
屋製並に紙腔琴の名義に御注意あれJ21、「偽せ物あり欺かる、勿れJ22と繰り返し人々に警告を与えて
いるD このように、紙腔琴は明治30年代前半まで、類似品が出現するほどの大きな人気を集めた。

[図5]紙調琴ー静岡県賀茂郡松崎町所蔵一(撮影:金子敦子)

その製造台数については「都合五千八百余尺の売高に達すJ(石井 1997:285)、すなわち 5800台ほど

の紙腔琴が、音楽学校や小学校に売れたと伝えられる(名村 1992:71)0明治21年 (1888)から明治35

年(1902)までの大阪三木楽器屈の山葉オルガンの販売台数の合計が3990台であることを考え合わせ

ると(増井 1980:23)、ニの数はかなりの数ということになるo なお、紙腔琴の販売所は北海道から鹿

児島まで全国 17箇所に及んだ(倉田 1893:92 -93) 230十字屋広告文には「遠国御注文は着金次第急速

御送申候J(W東京日日新聞j明治27年 10月5日)という文章があり、さらに明治29年 10月16日の
『東京日日新聞Jの広告には「運賃 大形百里以下舟二銭百里以上六十四銭小形百里以下廿十四銭百

里以上回十八銭」と具体的な運賃が示されていることから、紙腔琴の全国展開を目指していた様子が伺

えるO 事実、三浦俊三郎(?・ 1937)はその辺の事情を、「汽車に十里も行かねば乗れぬ東北海岸の小
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さな町で育った自分にも明治三十年当時既にこの楽器を弄んだ事を小さい記憶に存して居るJ(三浦

1991: 253) と記していることからしても、紙腔琴は当時全国的にかなり普及していたものと考えられ

る口

3 紙腔琴のロール譜と曲目

前項で述べたオルガネッタやメロデイアでは、欧米諸国の音楽が奏でられたことは明らかである 240

一方、紙腔琴の場合はどうなのか。ここでは、紙腔琴のロール譜と曲目について見てみる。楽譜製作に

関しては東京音楽学校の上原六四郎 25 (1848 -1913)が関わったといわれるが、当時の日本で紙腔琴に

よりどのような曲が奏されたのだろうか。明治時代の新聞広告からロール譜に関する記事を以下に挙げ

るO

0・・・(前略)・・・教坊ニ流布スル長唄端歌俗等等ノ諸曲ヲシテ悉皆意ノ知ク奏セシム・・・(後略)・

(W東京日日新聞J明治 17年 12月9日)
O今回先生ノ允諾ヲ領シ弊舗ニ於テ該琴井ニ曲譜数十種ヲ製シ廉価ヲ以テ雅賞ニ応シ販売セントス

(W東京日日新聞J明治 17年 12月9日)

0・・・(前略)・・・文部省撰定の唱歌を始め教坊に流布せる長歌、端歌、琴歌、讃美歌、俗筆等の諸曲

をして悉皆意の如く奏せしむ・・・(後略)・ (W日日新聞j4963号) (倉田 1893 : 75 -76) 

0・・・(前略)・・・春雨かっぽれ六段汐汲を始め何の歌にても意の如く奏せざるハなく?・・(後略)・・・

(W東京日日新聞J明治22年9月3日)
O曲譜も数を加へて興味愈々備り長唄端歌琴歌常磐津清元地唄清楽唱歌其他何の曲にても悉皆意の如

く奏で得ざるはなく・・・ (W東京日日新聞j明治25年8月4日)

0銀婚式の祝歌を発売す (W東京日日新聞J明治27年3月8日)

0・・・(前略)・・・長唄端歌常磐津は勿論知何なる秘曲も御茶の粉にて・・・(後略)・・・

(W東京日日新開j明治27年3月8日)

O勇壮活発なる軍歌軍楽数十出来 u東京日日新聞J明治27年 10月5日/12月5日)
O本器は誰人にでも勇壮活発なる軍歌優美艶麗なる俗楽を習はずして奏曲のたのしみを自由ならし

むる・・・ (後略)・・・ (W東京日日新聞J明治27年 10月5日)
O本器は誰人にも長唄端歌清元地唄軍歌唱歌等奏曲の妙を自由ならしむる音楽器・・・(後略)・

(W東京日日新聞』明治30年4月7日)

明治 17年 (1884)には文部省唱歌、長唄、端歌、琴唄、俗曲、讃美歌など数十種だったロール譜が、

明治25年 (1892)になると「曲譜も数を加へて」その種類を増してゆく。ちなみに、『無師独奏紙腔琴』

(明治26)の「紙腔琴曲譜目録」には全 173曲が掲載されている(倉田 1893:70 -71)。その内訳は、長

唄 16曲、琴歌4曲、清元2曲、常磐津 1曲、端歌 16曲、地歌8曲、流行歌 19曲、 j青楽 14曲、軍歌

19曲、唱歌 34曲、讃美歌 19曲、聖歌集 21曲である。明治 27年(1894) には明治天皇の銀婚式を祝

って「銀婚式の祝歌Jのロール譜が製作され (r東京日日新聞J明治27年3月8日)、日清戦争の影響
からか「勇壮活発なる軍歌軍楽」のロール誇も「数十J作られ、ロール譜の数は増加の一途をたどる。

そして、明治 41年 (1908)の十字屋広告には「曲譜長唄流行歌軍歌唱歌等数百種ありJ(W音楽世界J

明治41年5月号:裏表紙)と記されており、つまりロール譜の数は 20数年間に数十曲から数百曲まで

増加したのである。

紙腔琴のロール譜は l巻5銭から 1円50銭程度で、主に東京銀座の十字屋で製作されていた 260 な
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お、機種によっては短いロール譜付きで販売されていたものもある 270 このように紙腔琴の機種が増加

する一方でロール譜の曲種も増し、紙腔琴は幅広い層を対象に普及してゆくことになるO

以下、文献資料および筆者の調査の結果、確認することのできたロール譜の曲名を挙げる(全50曲)口

曲名はロール譜の表示通りとする。

[長唄】 〈越後獅子} {老い松} {汐汲} {舌出し三番受} {宵は待〉

[琴歌] {六段〉

[端歌] (大津絵) {京の四季} {十日ゑび寿) {タぐれ/ゆふくれ) (我が物) (お江戸日本

橋) {さくら} {春さめ) {松づくし〉

[地唄] {京の四季} {御所車} {くろかみ} {ゆき) {こすのと} {すりばち〉

{流行歌] {伊勢音頭} {梅が枝} {梅にも春} {梅は咲いたか} {かっぽれ} {かんかんの

う){金ぴら船々) {きんらいぶし} {こいといふたとて} {高い山から} {トコト

ンヤレ} {ちょんきな} {ひとつとや} {満里うた〉

[軍歌] {功戦) {来れや来れ} {雪の進軍} {四百余州〉

【清楽] {金線花〉

{唱歌] {あまつひかげ} {織里なす錦} {震か雲か} {ほたるの光り〉

【大祭祝日唱歌] {一月一日} {神嘗祭} {紀元節) {君が代} {元始祭} {新嘗祭〉

一般にロール譜には製作年が明記されていないため、何年に作られたものなのかはわからない。しか

し、上に挙げた大祭祝日唱歌のロール譜は、明治26年 (1893)8月12日に文部省が告示した「小学校

祝祭日大祭儀式規定」の公布により 8曲が定められたことを受けて作られたものと考えられるし、軍歌

軍楽は日清戦争前後の国歌主義・軍国主義的風潮の中で作られたことは明らかである O

なお、前述の調査 28の折に筆者が確認した紙調琴のロール譜もここに参考までに記しておく(全34

巻)。曲名はロール譜の表示通りに記す。

{長唄】 〈あけのかね}，{安宅} {越後獅子} {老松} {上の巻 勧進帳} {喜セン} {吉原

雀〉

[琴歌] {八千代獅子〉

{端歌】 〈縁かいな} {大津絵} {紀伊ノ国} {十日恵比寿} {? +紀伊ノ国+我が物}(3曲メ

ドレー) {雪は登もへ〉

【地唄1{黒か美〉
【流行歌】 〈おまへまちまち} {一つトヤ}， {美やさん〉

{唱歌】 〈鏡奈す} {金剛石} {蝶々とんぼ} {春の弥生} {強〉

[1青楽】 〈月花集} {月琴集} {砂窓} {莱利花〉

[1青元節] {梅の春〉

{常磐津節] {将門〉

[その他] {花咲寿} {世んば?}、タイトルのないロール譜が3巻

(上記のうち〈越後獅子} {蝶々とんぼ} {一つトヤ〉の 3曲は、エンドレスのロール譜である。)

『無師独奏紙腔琴Jの「紙腔琴曲譜目録」には、日本の音楽と清楽の他に讃美歌と聖歌のロール譜が

挙げられているが、今回筆者の確認することのできたロール譜の曲目は、紙腔琴の場合もまた紙調琴の

品 場合も、ほとんどすべて日本の音楽と清楽である点は注目に値する。讃美歌や聖歌は宗教的なものであ
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ることから、一部の限られた人たちの間でのみ用いられた可能性が高い。

以上、本章で述べてきた紙腔琴の機種の拡大とロール譜の増加をまとめると、表2のようになるO

[表2]紙腔琴の発展

年代 証腔琴の機種 ロール譜の種類 備考(出来事)

明治17年 (1884) 1種 唱歌、即貝、端歌、歪殿、俗曲、讃美歌など数イ積 紙腔琴発売

明治21年(I部8) 2種

明治23年 (1890) 第3囲内国博出品(褒賞受賞)

/宮内省お買い上げ

明治25年 (]892) ロール譜の数が増加長唄、端歌、常磐津、清元、地歌、

清楽、唱歌、その他

明治26年(1893) 5種 大祭祝日唱歌のロール譜の製作 紙腔琴の類似品の出現

/祝祭日儀却唱歌の制定

明治27年(1894) 6種 錨昔式の祝い歌、軍歌軍楽のロール譜数十の製作 日清戦争開戦

明治28年(1895) 第4田内国博に出品/紙巧琴 (6

種)、紙調琴、紙風琴等の考案

明治30年(18タ7) 長唄、端歌、?続、地貝、軍歌、唱歌など

明治41年(1908) 長唄、流行歌、軍歌、唱歌など数百種

結論紙腔琴の普及の意味

紙腔琴が考案された当時、欧米諸国でオルガネッタやその類似楽器が大流行していたこと、また、戸

田欽堂がキリスト教を通じて欧米諸国と深い関わりを持っていたこと、さらに紙腔琴の構造の点から考

えて、紙腔琴は基本的に欧米諸国の装置を模倣したと推察されるO しかし、その発売に際しでのソフト

面、つまり奏楽曲目に関しては日本の音楽や清楽が中心であった。ここでは、前項の内容に基づきなが

ら紙腔琴の展開についてまとめ、どのような経緯で紙腔琴が全国に普及していったのかを考察すると同

時に、紙腔琴を通して明治時代の日本の音楽状況について考えるO

表2に基づいて、紙腔琴の発展について分析すると次のようなことがいえる。上述のように紙腔琴の

人気上昇のきっかけとしては、明治23年 (1890)に東京上野で聞かれた第3回内国勧業博覧会での褒

賞受賞およびその後の宮内省による紙腔琴の購入が考えられる。このことに関して十字屋は、「嚢に宮

中の御用を賜り特に第三回内国勧業博覧会に於て賞状を拝受せり」と宣伝している (r東京日日新聞J明
治27年3月8日)。さらに、明治28年(1895)に京都の岡崎公園で開催された第4囲内国勧業博覧会に

も紙腔琴は出品され(早稲田大学Webサイト:h即://cork.wul. waseda.ac.jplkosho/bunko 1 O/b 1 0_8033_25/) 29、

「大博覧会都度受賞の大名誉を得ざる事なき名器J(W東京日日新聞』明治29年7月 11日)と名誉を誇
っている。

当時の紙腔琴の用いられ方を見ると、「淑女紳士の歌宴舞席は言も更なり濁り幽逸を好むの日に弄ぴ

心耳を楽ましむ古今無比の名琴なりJU東京日日新聞』明治22年9月3日)、あるいは「新年宴会等に
欠べからざる良品J(r東京日日新開J明治23年 1月3日)等の記述から、宴会の席で楽しんだり、ま
たひとり静かに音楽を聞く時に用いられた様子が伺えるO なお、持ち運び、に便利という点から「避暑遊

浴の好伴侶J(r東京日日新聞j明治25年3月8日)という宣伝文句も見られた。また、明治26年5月
28日の『東京日日新聞jには「江州山中製糸場に於ては工女の労を慰する為め近頃流行する紙腔琴を

寄宿所に備へ休業時間には之を調べしむる」と書かれており、紙腔琴による音楽は慰労という目的でも
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用いられたようである O さらに上述のロール譜の中に大祭祝日唱歌として 6曲が認められたが、明治

26年に公布された「小学校祝祭日大祭儀式規程」により定められた唱歌を式典で歌う際に、オルガン

の代りに歌の伴奏装置として紙腔琴が用いられたことが推測されるO 当時の音楽教育の場における主要

楽器はオルガンであったが、オルガンに比べて手軽で安価なうえ 30、オルガンとよく似た音色の紙腔琴

は、オルガンの代用機としても利用価値の高い「音楽機Jであったのだろう O 一方、明治27年 (1894)

の日清戦争を機に、紙腔琴で軍歌を奏で、それにあわせて吟唱すれば、「忠実勇武なる我国民の志気を

振気し，忠君愛国の念虜を鼓舞振興し敵慌の思想、を奮興するに足るJ(r東京日日新聞j明治27年 10月5
1 日/12月5日)と戦意鼓舞における紙控琴の有用性が宣伝されている。また時には「紙腔琴奏曲之図J

¥1' 

噂・?

(倉田 1893:表紙の次頁)に見られるように、家族で紙腔琴から流れる音楽に耳を傾けることもあった。

このように紙腔琴は、「無師独奏」、すなわち演奏技術がなくても、ロール譜を装置にセットしてクラ

ンクを回せば、誰にでも簡単に音楽を楽しむことができたため、さまざまな場で種々の目的のために用

いられた。「音楽を聴き歌うJという習慣をもっていなかった当時の一般の人々にとっては、紙腔琴か
ら流れる音楽に耳を傾けること、また上述のように紙腔琴から流れる音楽に合わせて吟唱することは、

新鮮で、かつ大きな楽しみであったと思われる。つまり、紙腔琴には音楽を聴くためばかりではなく、大

勢が声を合わせて歌うための伴奏装置という使用法もあったのであるO ちなみに、明治26年発行の

『無師独奏紙腔琴Jは「歌詞集」である O しかし、紙腔琴は、 1877年(明治 10) にT.A.エジソン
百lomasAlva Edison (1847 -1931)により発明され、明治後半頃に日本にも導入された類似の音楽再生機

である蓄音機 31の性能に圧されて、独自の特性に基づく差別化の再開発を果たせぬまま人気は急速に

衰退の傾向をたどることになる O

明治時代を迎えた日本は、国策としで洋楽普及を推進してきた。しかし、見てきたように調査した限

りでは、明治時代の世間一般において人々がこの洋風装置の模倣品によって楽しんだ音楽のほとんどが

日本の音楽や清楽であった。つまり、その時代の人々にとって身近で親しみ易い音楽はまだまだ日本の

音楽および清楽で、洋楽は多くに人々にとってはまだ馴染み難い存在であったと考えられるO そこには、

洋風装置、西洋音階を用いながら、それで聴く音楽は日本のものという、いわゆる和洋折衷の文化状況

があったと考えられるのであるo 一方、紙腔琴は日本の人々がそれまで経験することのなかった「音楽

を聴くJこと、「伴奏に合わせて歌う」ことの歓ぴを機能的にも経済的にも手軽に享受することのでき

る音楽再生機であった点、当時の日本において、蓄音機の“先駆装置"として音楽の普及と大衆化に果

たした役割は大きなものがあったと考えられるO

注

l幼名唯之助、後に三郎四郎氏益と改め、維新後は欽堂と名乗るO

2高島家の系図上は高島キテ。

3アメリカ・オハイオ州生まれ。アメリカ長老派教会派遣の宣教師。明治2年 (1869)に来日。

4初版は明治41年 (1908)。出版社:橋南堂D

5ガルプルスとはカロゾルスである可能性が高く、また栗原鋤雲は栗本鋤雲の誤りと思われるO 第三十

七図とは、本文中の挿図を指すD

6 i酉楼。
7明治26年発行の『無師独奏紙腔琴』には、「郵便報知新聞社長学士会院会員栗本鋤雲先生首メテ此ノ

器ニ紙腔琴ノ名称、ヲ附セラル蓋シ未ダ適切ノ題詞ヲ定メザリシテ」と書かれている。

8岐阜県明智村の日本大正村に所蔵されている紙腔琴。筆者は2006年4月26日に実地調査を行なった。
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9紙腔琴の類似品のひとつである紙調琴およびそのロール譜全34巻が、 2006年4月初旬に静岡県賀茂

郡松崎町の旧商家「伊豆文邸」で発見された (r静岡新聞j2006年4月 15日)。筆者は 2006年4月 14

日に実地調査を行なった。

10オルガネッタとメロデイアは岐阜県明智町の日本大正村に所蔵されている。筆者は 2006年4月初日

に実地調査を行なった。オルガネッタの本体には次のように記されている o fPatented Everywhere The 

Nationa1 Mechanica1 Orguinette Sold by百leNational Fine Art Association Ware Houses Farringdon Ro. London， E. 

c.J . 
11住所:91Z93 ，FARRINGDON ROAD， LONDON， E.c. and 23， LONSDALE ST. EAST， MELBOURNE. 

12さまざまなオルガネッタについて詳述されている己なお、オルガネッタの音域は 14から 20音が一般

的であるO

13自動演奏装置のひとつであるバレル・オルガンは、小さくて貧しい教会においてオルガンのかわりに

使用された。また、イギリスのフライト・ロブソン社は、多くの教会向け自動演奏装置(バレル・オル

ガン)を製造し、それらにより詩編やプレリュード、讃美歌を演奏した(ブーフナー 1993:544)0

14確認はできないが、上述の赤井が「アメリカ人宣教師カラゾルス」と言っている人物は、戸田が帰朝

後洗礼を受けた宣教師c.カラーザース(カローザス、カロゾルス)と同一人物であることは充分に推

測できることと思われる。

15本構造は高さ 9す3分、長さ l尺3寸、横幅 l尺3分で、ロール譜巻取り車付きである。略構造は高

さ7寸、長さ 1尺3寸、横幅 l尺3分で、ロール譜巻取り車がない(倉田 1893:62 -63)。

16並製紙腔琴の大きさは高さ 7寸、長さ 1尺3す、横幅 1尺3分、ロール譜巻取り車なしで、本構造お

よび略構造の紙腔琴とは材質が異なる(倉田，1893: 64) 0一方小形紙腔琴は、本構造、略構造、並製の

紙腔琴とは「全く趣きを異にし」、音数が少なく奏楽曲も限られた。大きさは高さ 6す、長さ l尺3分、

横幅9す3分で、ロール譜巻取り車はない。これは子供用の紙腔琴であったらしい。ロール譜も一般の

ものより小さく、小形並製には〈タぐれ) (まりうた) (ちょんきな) (かんかんのふ〉、〈梅が枝〉の

5曲のロール譜、小形上製紙腔琴にはそれら 5曲に〈とことんやれ〉を加えて販売されていた(倉田

1893:65)。

17 r東京日日新聞j(明治23年6月24日)に、「銀座三丁目十字屋より内国勧業博覧会へ出品せし紙腔
琴は過日宮内省へ御買上げなりしょし」という記事が掲載されている。

18以下の『音楽雑誌Jに広告が掲載されている。『音楽雑誌j50: 36、51:18、52:27、53:裏表紙の裏、

54:23、55:25、56:28、57:33、58:35、64:表紙の次頁、 65:表紙の次頁。

19紙風琴の詳細については不明。

mこの広告は明治30年4月7日『東京日日新聞』、『音楽雑誌j57:裏表紙、 58:裏表紙、 60v46等に見ら

れるO

21この警告は『音楽雑誌j52:裏表紙、 53:23、54:28に見られるO

22この警告は『音楽雑誌j36:31、38:26、39:26、40:31、41:25、42:28、43:27、44:27、45:12、46:21、

47:21、48:18、49:18、50:14、51:21に見られるo

23東京3箇所、北海道と横浜が各2箇所、その他仙台、長野、山形、新潟、京都、大阪、神戸、高松、

熊本、鹿児島各 1箇所、合計 17箇所に販売所があった。

M たとえば、日本大正村所蔵のメロデイアには、1.S.バッハの (Menuett)のロール譜がセットされてい

るO

お音楽理論家、物理学者、尺八家。東京音楽学校では、多年にわたり音響学と音楽史を担当した。
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26ロール譜に、製造販売元として「琴声館J(大阪市西区新町南通)と書かれているものもある。

27注16参照。本構造、略構造、並製の紙腔琴には〈タぐれ) (宵はまち) (十日恵ぴす) (まりう

た〉の4曲のロール譜が付けられていた。

28注9参照。

29紙腔琴が第4囲内国勧業博覧会に出品された際のちらし広告が掲載されているO

30オルガンの最廉価型が 18円の頃、紙腔琴は3円だ、った(平野2004:17) 0 

31明治36年(1903)から蓄音機が日本に輸入されるようになるO 国産蓄音機の製造は明治42年 (1909)

から始まるO
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本稿の脱稿後、博物館明治村の中野裕子学芸員より「三積琴Jという紙腔琴の類似品が所蔵されてい
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